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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文の目的は、呼び掛け語が持つコミュニケーション機能を明らかにすることである。呼び掛け語は、発
話の付随的な要素と見なされることが多いため、どのようなコミュニケーション機能を持つかに関してこれま
で体系的に研究されてこなかった。呼び掛け語は、対人関係を支える上で重要な言語要素のひとつである。と
いうのも、呼び掛け語はもっぱら対人コミュニケーションで使用されるため、その研究は、私たちが言語を用
いてどのようにして円滑な対人関係を保つかという点―私たちのポライトネス行動の一端―を解明するこ
とになるからである。呼び掛け語が対人コミュニケーションで果たす役割をポライトネスの観点から考えるこ
とで、呼び掛け語にも、独自の機能があることが明らかにされる。本論文は、従来扱われることのなかった
epithetにとくに焦点を絞り、呼び掛け語が対人コミュニケーションで果たす役割をポライトネスの観点から
詳しく分析した。 
 第１章は、呼び掛け語の基本特性を意味論的に考察し、コミュニケーション機能に関する分析の基礎を築い
た。まず、1.1節は、分析対象である呼び掛け語を「呼びかけるときに話し手が聞き手を表すのに使用する名
詞または名詞句」と定義した。1.2節では、呼び掛け語を語彙意味論的に詳細に分類・分析し、呼び掛け語に
は、おもに３つの特徴があることを明らかにした。(i)呼び掛け語は「上方向への指向性」を持つこと、(ii)｢上
方向への指向性｣の存在によって、全体として「肯定的な呼び掛け語への偏り」が見られること、そして、(iii)
呼び掛け語の中で、epithetの占める割合が質・量ともに大きいことである。1.3節では、呼び掛け語の機能を
整理した。呼び掛け語は、「話し手が聞き手の注意を喚起し、聞き手を他の聴衆から抜き出し、聞き手を他の聴
衆から区別する」call機能と、「話し手の考える聞き手との関係や話し手の聞き手に対する態度・感情を表す」
address機能を持つ。これらの機能は、レベルの異なる機能であることを指摘し、本論文が探求する呼び掛け
語のaddress機能を整理した。 
 第２章では、本論文の分析手段であるポライトネス理論と呼び掛け語研究との接点を論じた。本論文では、
ポライトネスを「円滑な人間関係を確立・維持するための言語行動」とした。その上で、2.1節はLakoff(1973)
の、2.2節はLeech(1983)のポライトネス理論を概観し、呼び掛け語研究の観点からそれぞれの問題点を指摘し
た。どちらのポライトネス理論も、対人コミュニケーションの中で話し手が使用する呼び掛け語の変化を説明
できないことを明らかにした。2.3節では、本論が基本的に支持するBrown and Levinson(1987)を概観した。
彼らのポライトネス理論は、呼びかけ語の仕組み、さらには話し手による呼び掛け語使用の心理的な動機付け
をフェイスという概念によって明らかにできるという点で、呼び掛け語研究に有効なポライトネス理論である
と論じた。 
第３章では、personal nameタイプとt rm for family relationship(KT)タイプの呼び掛け語を採り上げた。
この２タイプは、呼び掛け語の中では比較的研究されてきた呼び掛け語である。3.1.1節では、personal name
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タイプの呼び掛け語に関する先行研究を検討したのち、ポライトネスの観点から改めてその働きを捉え直した。
3.1.2節では、FNLN(full name)に焦点を絞り、対人コミュニケーションにおけるFNLNの具体的な機能を考察
した。FNLNは、典型的には母親が子供を叱る時に用いる呼び掛け語であると指摘されるが、なぜFNLNが叱る
際に効果を持つのか、その動機付けは明らかにされてこなかった。これをポライトネスの観点から捉えなおす
ことで、この動機付けを提案し、この働きを｢権威的強め機能｣とした。また、FNLNは「ID確認機能」というコ
ミュニケーション機能も持つことを例証した。3.2節では、KTの先行研究を概観したのち(3.2.1節)、KTのコ
ミュニケーション機能と、さらにKTに「上方向への指向性」が見られることをポライトネスの観点から明らか
にした(3.2.2節)。年長者の親族を表すKTには、「敬意表示機能」があり、逆に年少者の親族や兄弟を表すKT
には「権威誇示機能」があることを論じた。 
第４章は、本論文の中心となるepithetタイプの呼び掛け語のコミュニケーション機能を詳細に考察した。
positive epthetの下位グループの要点を確認し(4.1節)、その中でも、とくにepithet of sweetness(ES)タ
イプを中心に、ESが対人関係で果たすコミュニケーション機能を論じた(4.2節)。ESは、デフォルト機能とし
て「好意表示機能」を持つ。これは、聞き手のフェイスを脅かす可能性を低くする機能である。また、その基
本機能から二次的に生じる「強め・弱め機能」が対人コミュニケーションの中でどのように機能するかを考察
した。また、ES以外のpositive epithetも同じ機能をもつことを確認した。(4.3節)。続く4.4節からnegative 
epithetのコミュニケーション機能を詳しく分析した。negative epithetの下位グループを確認し(4.4節)、
animal vocativeに焦点を絞りコミュニケーション機能を分析した(4.5節)。animal vocativeのNAV(negative 
animal vocative)は、デフォルト機能として「侮蔑表示機能」を持つ。これは、聞き手のフェイスを脅かす可
能性を高くする機能である。また、NAVは二次的な機能として「強め機能」を持つことも考察した。最後に、
その他のnegative epithetも同じコミュニケーション機能を持つことを確認した(4.6節)。 
以上、本論文は、ポライトネス理論を分析手段とし、呼び掛け語が対人コミュニケーションの中で果たす働
きを詳しく分析した。多彩な語句が存在する呼び掛け語は、対人コミュニケーションの中で確かな役割を持つ
ことを明らかにした。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
本論文は、英語の呼び掛け語が実際のコミュニケーションの中でどのような働きをするかをポライトネスの
観点から総合的に分析したものである。序章と終章を含めて全６章からなる。呼び掛け語は、従来、発話にお
いて二次的な役割しか持たない要素と見なされがちであったが、その種類は多く、かつ頻繁に用いられるとこ
ろから、むしろ、対人調節機能を担う重要な要素だと見なされるべきである。この見方を出発点として、本論
文は、呼び掛け語の全種類を体系的に整理し、何が主要なものであるかを特定し、かつそれらのコミュニケー
ション機能を明らかにした点に優れた特色がある。その手法は、つねに実証的であり、呼び掛け語の働きをコ
ンテクストの中で綿密に調査するという手続きを踏み、とりわけ、従来このような観点から扱われることの少
なかったepithetが重点的に取り上げられ、対人コミュニケーションで果たす役割がポライトネスの観点から
詳細に分析された。 
 まず序章では、上記のような基本的見方の提示と方向づけが行われ、続く第1章では、呼び掛け語の全種類
が特定され、それが体系的に整理されることによって、呼び掛け語で中心的な働きをするものがどれであるか
が見定められた。1.1節は、分析対象となる呼び掛け語の定義がなされ、「呼び掛けるときに話し手が聞き手を
表すのに使用する名詞または名詞句」と定められる。この定義により、呼び掛け語と呼び掛け語でないものと
の区別が容易に行えるようになった。従来曖昧であった境界が合理的に定められ、呼び掛け語の範囲がこれに
よってほぼ決定された。1.2節では、呼び掛け語が語彙意味論的に詳細に分析・分類され、呼び掛け語の3つ
の特徴が抽出された。すなわち、(i)呼び掛け語は、一般に目下の者から目上の者へ用いられるという「上方向
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への指向性」を持つこと、(ii)この「上方向への指向性」によって、全体として「肯定的な呼び掛け語への偏
り」が見られること、(iii)呼び掛け語の中ではepithetの占める割合が質・量ともに大きいことの３点である。
これら３つの特徴は、本論文においてはじめて総合的に、かつ体系的に論じられたものであり、その実証的分
析は高く評価される。1.3節では、呼び掛け語の機能が整理され、その機能には２つの種類があることが明ら
かにされた。１つはcall機能であり、これは、話し手が聞き手の注意を喚起し、聞き手を他の聴衆から抜き出
し、聞き手を他の聴衆から区別する働きをする。もう１つは、address機能であり、これは、話し手の考える
聞き手との関係や話し手の聞き手に対する態度・感情を表す働きをする。呼び掛け語のこれら２種類の機能を
峻別したのち、コミュニケーションの上ではaddress機能こそが重要な働きをするとの指摘がなされ、そのこ
とによって本論文の中核となる呼び掛け語の範囲が定められた。先行研究では、call機能とaddress機能の間
で単に用語上の問題にとどまらないいくつかの混乱が見られただけに、より重要性が高いaddress機能が明確
に取り出された点は評価に値する。 
 第2章では、ポライトネス理論と呼び掛け語研究との関係が論じられた。ポライトネスは、「円滑な人間関係
を確立・維持するための言語行動」と理解するのが適切であるが、その根拠が示され、Lakoff (1973)とLeech 
(1983)のポライトネス理論が批判的に検討された。その上で、両理論ともに、話し手が使用する呼び掛け語の
変化を十分に説明できないことが明らかにされた。続いて、ポライトネス理論として有力なBrown a d Levinson 
(1987)の主要な論点が詳しく論じられた。同理論は、呼び掛け語の仕組を解明するために開発されたものでは
なく、ポライトネス一般を視野においたものであるが、呼び掛け語研究にも有効な理論だと見なされる。これ
は、続く２つの章の記述から判断して妥当な見方である。 
 第3章では、ポライトネスの観点からpersonal nameタイプとt rm for family relationship（KT）タイプ
の呼び掛け語が分析された。この2つのタイプは、呼び掛け語の中では比較的よく研究されてきた呼び掛け語
であるが、それらの様々な変化形の意義および機能が対人コミュニケーションの中で研究されることは少なか
った。personal nameでは、とくにFNLN（full name）に焦点が絞られ、実際のコンテクストにおけるFNLNの
具体的な役割が考察の対象となった。確かにFNLNは、母親が子供を叱るときによく用いられる呼び掛け語だが、
それ以外にどのような場面で、どのような目的で使用されるのかなどという点は、これまで総合的に分析され
ることはなかった。本論文は、なぜFNLNが聞き手を叱る際などに効果を持つのか、その動機付けは何なのかと
いう点をポライトネスの観点から明らかにした。この点が評価される。続いて、もう１つの事例研究として、
家族名称(KT)に関わる呼びかけ語の分析が行われた。KTの分類そのものは人類学などでもすでに相当な学問的
蓄積があるが、KTが呼びかけ語として用いられる場合の研究はまだ十分ではない。先行研究を十分に踏まえた
上で、KTのコミュニケーション機能が明らかにされ、さらにKTに「上方向への指向性」が見られることが確
認された。年長者の親族を表すKTには「敬意表示機能」があり、逆に年少者の親族や兄弟を表すKTには「権
威誇示機能」があることが論証された。これも、つねに聞き手のfaceにどのような影響を及ぼすかという観点
から分析が進められた点が高く評価される。 
 第4章の主眼は、本論文の中心となるepithetタイプの呼び掛け語のコミュニケーション機能を詳細に分析
することである。epithetとは、話し手による聞き手の評価を表す語であり、質・量ともに呼びかけ語の中心
である。epithetにはpositive epithetとnegative epithetの２種類がある。positive epithetの下位グル
ープでは、とくにsweetなどのepithet of sweetness（ES）が重要である。negative epithetにはb chのよ
うなanimal vocativeなどがある。まず、ESが対人関係で果たすコミュニケーション機能が論じられ、ESには、
デフォルト機能として「好意表示機能」があると指摘された。この基本機能から二次的に生じる「強め・弱め
機能」が発話内力(illocutionary force)に影響を及ぼすことによって、コミュニケーションにおける対人関係
が微調整されるとの分析は、本論文の白眉であり、もっとも注目される見解である。この分析は、続くnegative 
epithetにも有効であり、bitchのような呼び掛け語は、デフォルト機能として「侮蔑表示機能」を持つ。これ
 －206－
 －207－
は、聞き手のfaceを脅かす可能性を高くする。これが二次的に発話内力を強める働きをすることが明らかにさ
れた。 
 本論文は、英語の呼び掛け語を総合的に論じたものである。ポライトネスの観点からfaceの概念に着目し、
呼び掛け語が聞き手のfaceにどのような働きかけを行い、それが二次的に発話内力にどのような影響を及ぼす
かを解明し、よって呼び掛け語がコミュニケーションにおいて微妙な対人調節機能を発揮することを、よく整
理されたデータに基づいて明らかにした。理論的考察と並んで実証面においても高く評価される。 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
